
〈出席者〉 （年齢彫り

中嶋 嶺雄
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＆公文 俊平氏 A牛尾 治朗氏

、クラゲ社会
さぎの総選 挙て ‘新 自 由クラ ブグ があれほと蹴進すると予 定lした人は ほとんどいないたろ

う。 たが その底流には l' l 民離れ現象とともに 新I ll交代の大きなウネりがあったことを見

逃すことはできない。 今後 こうした新しい世代の台以が l I本社会にどんな桜特 をリ－えるの

か。 また 凶際社会て計境に立ちつつある口本が これかちとう対処したちよいのか。 昭和

世代ぎつての論 客にあ、集まりいただき H本の進路を大いに語ってもらった 。 （制集部）

だれに りてトンタッチグ すべきか

公文 きょうお集まりの方々は、 1930年代の生れ
で、 36歳から45歳の年齢域にほぼはし、る方々です。
ところで、 30年前の第2 次世界大戦直後を振り返っ

てみると、 その当時、 日本の指導者的な立場にあっ

た年長者が公職を追われ、 代わって戦後復興のけん
引役を果たしたのが、 190 0年代の生れ、 当時の36歳
から45歳一一つまり、 現在の66歳から75歳の年齢域

になっている人たちです。 ということは、 一般的な

年齢でいえば、 新たな世代交代の時期がきているの
ではないか。

そ こで、 かつての世代交代の主役者とほぼ同じ年

齢域にあたる現在の1930年代生れが、 世代交代の問

題をどう考えているか、 今日の社会、 政治、 経済、

36 週刊ダイヤモンド

あるいは文化といった諮問題をどうみているか、 皆
さ んのご意見をお聞きしたし、。

木村 これからの日本は国際社会のなかで、 苦し
い立場に追い込まれていくと息う。 国際経済の面で
世界のリーダーシ ップをとっていくのは、 ヨーロ ッ

パ、 ソ連、 中園、 アメリカといった、 いわば大陸型

の国家です。 それと同時に、 昨年11月のアメリカ大

統領選挙におけるカーターの勝利は、日本にとって、

決してプラスとはならなし、。 その理由は、 カータ一

大統領の誕生が、 いままでのアメリカのグロ ーパリ

ズムを後退させ、 圏内を外から守るとし、う内部志向
型の窓識が強まる可能性があるからです。

アメリカのグロ ーパリズムの後退、 E Cにおける
対日貿易不均衡問題をはじめ、 資源、 エネノレギ一、
食糧といった問題のどれひとつをみても、 日本が国

。。ー『，7《ヲl
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A木村 尚三郎氏 a堺屋 太一氏 A中向島 嶺雄氏

日本グを斬る
際経済のなかで生きていく、 その前途はひじように
多倣といわざるをえない。

こう考えると、 これからの 日本を率いていく人は

平時型ではなく、 乱世型の人間だと思う。 その点か
らいうと、 払がかねが材尊敬しているのは明治生れ
の70歳前後の人たちだ。

昔、 江戸時代の偶者、 海保守陵は「親は苦をする

Fは楽をすゐ、 係はこじきをする」という古レ方を
したが、苦労を経験していゐ時代には世界が見える。

だいたい、 鋭から孫まで30年の｜尚隔があって、 世界

がみえる世代が出てくるものだ。 つまり、 明治生れ
の70歳前後の人たちが苦労をした親、 楽をした時代
が大正生れの人たち、 係でこじきを経験したのが現

住の40政代だと思う。 その意味で、 40歳代の次に期

待さ れる也ー代は10歳代、 とりわけ小学生から中学生
の人たちです。 20政代、 30必代の人たちはどうせ働
かないのだから、 4 0成代ががんばって70成まで働こ
うじゃないか、 となるのが私の意見です。

中嶋 世代論については、 木村さ んの意見に質成
です。 私などは、 中国の政治史をみて、 いつもt必ず
ることはジエ ロ ントクラシー〈老人政治〉、 つまり、
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中出政権は老人支配、 俗に老容だ、 とLいわれるのだ
が、 中国革命を達成した時期に、 当時の40政代の人

たちが大きな仕事を成しているわけで、 今 日でも、

彼らにしてみれば、 若い者にまかせられぬという気
があるのではないか。

同じことが臼本の政治をみてもいえると思う。 現

tEの70歳代の政治家の場合、 戦後の混乱期を自分た

ちの手で乗り切り、 戦後の高度成長を実現させたと
いうある視の使命感が依然、として、 脈打っていると
すれば、 年齢的には交代期がきたといっても、 若い

世代が簡単に彼らに代われるとは思えなL、。

刈明日は今日より豊かな時代ρは終わった

牛尾 終戦直後の世代交代は、 歴史的にはアメリ
ヵとし、う外部の力による い棚ぼた式” の珍しいケ－
A.にすぎなし、。 もともと、 世代交代とい・うものは、

交代を要請する社会的基盤が50%ぐらい充満したと

きに、 新しレ世代が勝ちとるものであり、 戦って勝

ちとったものでなし、かぎり、 也－代交代のダイナミズ

ムは絶対に出ないものだ。
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今日の社会状況を見ると、 明らかに世のリー〆ー

シップのあり方が本質的に変化ずることを望む国民
の期待は大きいと思う。 企業の世界においても、 政

治の世界においても、 過去の時代の沈潜が始まり、

新しい時代に転換するよどみに入っている。 これか
ら 5～6年聞が本質的な変化をみつめて、 新しい時
代の展開に真剣に取り組む時期だと思う。

そのひとつの反省材料として、 経営者はたとえば

昭和45年から4 9年に起きた、 いわゆるユク ソン ・ シ
ョ ッ 夕、 過剰流動性、 石油ショ ッ クといった国際経

済の波のなかに巻き込まれたことを考えてほしい。

そこでの教訓は向か。 ひとつは、 よい製品を安価に

供給できれば、 市場は無限であるという自由主毅経
済の正畿はあり得ず、 大きな国家エゴイズムがある

こと、 もうひとつは外貨を大ill:ーにもてば、 資源はつ

ねに買手市場であるというのが、 妄想だったという
ことだと思う。

だが、 こうした教訓があったにもかかわらず、 一

昨年から昨年にかけての経済活動は、 相変わらずか

つてと同じパターンで、 なりふりかまわず海外市場

に進出することを繰り返しているわけだ。 今後の輸

出、 とりわけ先進国との輸出問題では高度な商人的

交渉力を駆使して処理しなければならないだろう。

堺屋 日本が今後国際社会のなかでより苦しい環
境に位かれるだろうという点は賛成ですが、 世代論

では多少見かたが違います。 つまり、 私たち自身の

世代、 1930年代生れの世代に対して、 それほど自信
もないし、 ロマンも抱いていないということです。

忍たちの世代は、 ひじように苦労していなし、。 掌

運に恵まれ、 まことに幸せに育ってきたと私は考え

ています。 確かに私たちの世代は幼少期に戦中戦後
の困窮時代を過ごしたわけだけれども、 豊かな生活

を経験する前に貧しい生活を強L、られたので、 それ
ほど苦労は感じなかったんじゃないか、 と思うんで

す。 そして、 自らのti任で家計を持ち、 生活を蛍む
ようになってから、 平和と高度成長が統L、たので、

何の苦労もなく年々所得と生活水準が向上したわけ

です。 人間の困窮感というのは、 大部分相対的なも
のだから、前よりもよくなる時には掌福感が大きL、。

逆に管より貧しくなったり、 隣近所より生活が低か

ったりすると、 絶対水準が高くとも、 貧困感にさい

なまれるもんです。
そうし、う意味では、 私たちの世代は、 戦場に駆り
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＆公文 俊平氏（左〕と木村 尚三邸氏

出されることもなければ、 不況に苦しめられること

もなかった。 そればかりか、 みんなが 「明日は今日

より豊かであろう」という、 人類史的にみると、 き
わめて野心的な夢を持つことさえできた。 まことに

率・せな世代だったと思います。

したがって、 「われわれの世代が、 今の70歳前後の
世代に代わってこれからの日本を背負うべきだ」と
いうのも、Aベき”論としては分かるけれど、 実際に

それに耐えられる突カがあるかどうかということに

なると、 疑問に思うんです。
事実、 財界でも政界でも、 今から10年ぐらい前に

は、 もう大正時代、 1920年世代が、 かなり台頭して

いたけれど、 10年たった今、 1930年世代はそれほど
出ていないですね。 将紋や囲碁の世界では、 大正時

代から戦後時代に活飽している人が飛んでいる。
もっとも、だからといって、われわれの次の世代、

今の30歳前後がし、し 、かといえば、 これはもっとだめ
かもしれなし、。 とにかく、 この世代、 つまり戦争直
後に生まれた n団機の世代” は、 われわれ以上に苦

労知らずで育っているからです。
そういった意味で、 国際環鏡ばかりでなく、 臼本

人自体の主体的条件からみても、 これからの日本は

楽観できないと思います。

変わるアメリカの世界戦略

公文 堺屋さんのご意見は、 他のお 3人の方に比

べて、 1930年代生れの世代への評価に多少きびしい
点があるようです。 しかし、 40年代が50年代生れと
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の比絞でいえば、 まだしも苦労しているだけましだ
という点では、 見方が一致しているともいえますね。
ここで世代論をひとまず綴れて、 世界に目を向けて
みたい。

さきほど、 木村さんは現在のアメリカが過去にも
っていたー績のユニパーサリズムを失L、つつある。
し六、かえるならば、 彼らの世界を見る自がflろうと
している。 そのことが危険だと、 指摘されたわけで

すが・・・・。

・－

木村 逆説的にいえば、 いま日本は世界的にひじ
ようなプラスの条件の下におかれているわけです。

その理由は、 大陸国家では自固なり、地域社会の利
益を守ろうという動きが強まってきている。 少なく
とも、 内に自が向いているかぎりは、 世界全体がみ
えない。

ところが日本は特定の固と結び得なし、。 日本を取
り巻く世界の状況は厳しいけれと．も、 世界が見える
立場、 つまり、 世界平和の調盤役になり得る立場に
ある。

中嶋 アメリカの世界政策をみていると、 伝統的
にグ ローパルて’あろうとする側面があると同時に、
孤立主銭的な側面がアンピパレントにあるわけで

す。 ソ速の場合は、 拡大主義とし、 う体質とともに、
一国社会主接的な回帰がみられる。 その点で、 アメ
リカとソ逮は対照的でありながら、 共通性もある。

もう少し詳細に説明すると、 この数年の問、 ソ速

はソ逮社会主義のイメーシの低下、 あるいは国際共

産主畿の分裂と、 さまざまな経験のなかで、 ここに

きて、 もういっぺん、 圏内を固めようとする方向が

みられるような気がする。 たんに段業政策が失敗し

たからといった単純な理由ではなく、 ある種の ”あ
などりがたさ” をもっている。

アメリカについても、 同様なことがし・、えよう。 ア

メリカはベトナム戦争で大きな傷を受けたからとい

う形ではなくて、 ある磁の回婦が行なわれている。

もっとも、 それは単にアメリーヵ的な孤立主義への逆

戻りじゃないんですね。 そこに成熟があると思う。

われわれはアメリカやソ速を単純な形で見すぎては

ならないと思う。

たとえば、 ソ連の反体制運動をみていても、 ゾノレ

ジェニツインは困るけれども、 メドベージェフあた

りは、 ソ速のなかで公認しておこう、 党員のなかで

彼らについては暗A 裂にわかっているようなところ
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⑧1本·600円｛別注仁川す）

小粒でも中味が浪いのがミニネーム。 ご存じ

ネームがそのまま6ミリの小型になりました。

小さくても朱肉いらずにポンボーンと。訂正

印として広〈使えるのが織しい「小さな名前J

です。 お求めは印章店・交具店・デパートで。

il�!FJ\S 
三二本－�

内向シヤチハタ工事陸線式会社・名古屋市西区上畠町65
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がある。 ある意味で、 ソビエトのなかに市民社会的 が今度は、 日本の特殊性を強調する、 いわば甘えを

な西欧型の成熟が徐々に出てきていると思う。 前提とする外交関係は期待できなし、。

公文 アメリカやソ連が目を内に向けつつあるこ
とは、 かえって、 その 刊あなどりがたさ” を示すも

のでもあるという中嶋さんのご指摘ですが、 木村さ

んはこの点をどうお考えになりますか。
木村 アメリカも大きく変わりつつあると思う。

それは第2次世界大戦のアメリカの態度をみると、

ナチスに対抗してソ連に味方した面はあるが、 必す．

しもソ連に味方したとは、 とても思えなし、。 もしソ
連が勝ちそうになれば、 ナチスに応援したほうがし、

いというトルーマン上院議員の発言をみても、 つま

り、 アメリカはヨー ロ ッパ全体を敵視した面がある。

だからこそ、 戦後、 冷戦が始まるわけです。
つまり、 アメリカは1920～30年代から、 ひとつの

アメリカを実感するようになってきた。 それととも

にヨーロ ッパを冷たL、自でみはじめ、 ヨー ロ ッパ諸

国の力が大きくなってくると同時に、 ひとつのヨー
ロ ッパに対して自分を守るという意識が強くなって
きた。 だからこそ、 たとえば、 づランスのドゴール

大統領は必死になってアメリカとソ連の間にクサピ
を打ちこもうとした。 最近でいえば、 世界性を楳ぼ
うする多国籍企業とアメリカ政府との キ レ ツがその

表われといえる。 国益と多国籍企業の利益が相反す
る場合、 国益を守らねばならないという態度が 出て
きている。

国連でのアメリカの地位の低下とか、 ベトナム戦
争の失敗が世界性の喪失とまではいかないまでも、
世界を見る回が少しす．つ袋っているのではないか。

その分だけ、 日本に対しても、 軍備費の増強とか、

もっと工業製品を輸入せよとか、 いろんな要求が出

てくると思う。
牛尾 昨年、E Cとの対日貿易均衡問題のなかで、

アメリカのE C派遣大使はE Cの強L、日本批判に対

して、 日本を擁護する発言をみせたが、 今年は絶対

にそうじゃないと思う。 逆に、 今年の後半にはアメ

リカが昨年のE Cと同じ態度にでてくる可能性があ

るかもしれない。

少なくとも、 カータ一大統領の日本に対する見方
は、 アメリカとほぼ閉じレベルの国力を持つ国だ、
というものだ。 これまでは、 たとえばケネディ大統

領時代、 とにかく対日外交はライシャワ一大使を派

遣して、 特殊な日本の専門家に任せたわけだ。ところ

40 遇事jダイヤモンド

秩序ある輸出は 、愚の愚グ

公文 皆さんのご窓見を伺っていると、 いずれに
しても本当の舌Lt止はこれからはじまる、 といった気
がしてきます。 たとえば、 E Cとめ貿易交渉ひとつ

をとっただけでも、 いろいろと困難かつ微妙な問題

が含まれているように思います。 それでは、 日本な
り日本人が、 これからの乱世を生きぬくための方策
について、 ご意見をお聞かせくださし、。

牛尾 国際社会のなかで、 日本がどう生きるかを

考える場合、 まず日本だけが言築も、 発想も、 他の
固とルールがまったく違っていることを認識しなけ
ればならなし、。

文化人類学者の表現を借りるならば、 英国は犬、
フランスはサノレ、 アメリカは馬と、 いずれも四つ足

の動物だ。 ところが、 日本だけはクラゲだ、 という

ことです。 クラケ’はクラゲなりの論理をもっている

が、 その次元が違うわけです。
そこで、 とりあえす．この先の10年間、 国際社会で

の発言は 竹田つ足” ノレールでやらざるをえなし、0 fl 

ラゲが国際社会の舞ー台で過半数を占めるのはまだま
だ先になる。 現時点では、 クラゲはクラゲでし 、し、じ
ゃないか、 という妙な愛国心でスネちゃいかん。

木村 ただ、 現在の日本において四つ足動物の論

理で世界を見られる人聞はごく一部の人たちだと思
う。 やはり、 クラゲ社会のもつあたたかいふん囲気
のなかで生きたし、人は多数派だ。 だから、川四つ足動

物”型の人聞を頭にすえて、 ‘、軟体動物”型の人聞を
部下につければL、レ。

牛尾 いままでの一流のエリートはクラゲ・エリ

ートなんです。 四つ足動物エリートは二流として遇

されてきた。
木村 もう少しエリート再評価をやらねばならな

し、。 これはアメリカでの話ですが、 たとえば都市計

画。 都市計画というものは地域住民全部がし、ろんな
発言をしたのではできなくなる。 いまいわれている

のが、 都市計画をするに吋だれか 1人の専制君主的
かつ寛容な頭脳が必要だということです。 ヨーロ ッ

パでも、 権限を下h下へ降ろせば、 事たれりとする

のではなく、 社会の結節点、 結節点にはエリートが
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、

A牛尾 治朗氏（左）と中向島 嶺雄氏

必要だという認識がでてきてますね。

牛尾 四つ足動物の場合、 変情を表現するのにか
んだりするが、 かまれるとクラゲはやられたと思っ

てベシャ ツとしちゃう（笑〉。 じゃれてるのかもしれ
ないんですよ。

昨年のE C問題でも、 あんまり鉄鋼を輸出するな

と、 じゃれているのかも しれなし、く笑）。 どう対応す

るのか。 簡単な方法は、 クラゲも四つ足動物にじゃ
れつけばL、L、。 そのくらいの余絡をもって、 堂々と

やれば心配はない

木村 E Cが日本に文句をいってきたことは苔べ

ばいいんですよ。 ヨーロ ッパ人はもう相手の存在が
許しがたいとなると、 黙ってピシ ゃ γとやゐ。 けん

かをしかけるときは、 対話を して、 共存の道・を捜し

たいと思っているんですよ。 それにこっちが乗って
あげなくち平

牛尾 ー洗練された仲間同士の会話ーのなかに、 あま

りにも紫朴な人間がL、て、 ちょっと冗談をいったら

その人は憤慨して帰ったとし づ場合、 その場がしら
けちゃうことがある。 こういう感じに、 日本の立場
が国際社会、 とくに先進国との間でなってはならな

いと思う。

木村 本当にそうですね。 日本は輸出が問題にな
ると、 すぐにオーダリー ・ マーケティングとし、し、ま
すが、 あれは般の駄だと思う。 外国人はオー〆リー・

マーチング （秩序ある行進〉 といってますよ。
牛尾 こういった言禁の栄学で現実をごまかすの

はクラゲ社会だけに通用する論理にすぎなL、。 四つ

足動物の論理では、 協調というのは全面降服だし、
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貌争は公正にやることだ。

中嶋 クラゲと四つ足動物との迩レを認識すれ

ば、 日本の国際政策は復雑かつ多角的な戦略におい
て対応しなければならなかった。 それがひじように
単純な対応でありすぎた気がする。 もっとも、 これ

までのある磁の乱世・の経験がなかったといえば、 そ

うなのだが・・・・。
その点では、 企業はこれから日本の大きなリー〆

ーシ ップをもって、 日本そのものの国家目標の．先頭

に立っていくと思われるだけに、 財界人は単細胞的

な発想で海外にでてい〈ことは避けるべきだ。 それ
をやることは、 アメリカかソ述といった大国に対し

て日本が付合い万、 ルールを知らないこaとになる。
ノレールを知らないことは同時に、 日本としての戦略

をもたないことになると思う。 ．
牛尾 現在、 日本においてかなり困際化された企

業で最大の壁は現地生産の問題です その前の時代
は日本のセールスマンがアフリカの山奥までも行っ

て、 製品宏売りまくっていたときです。 その時は、
突によくがんばった。 その段階では国際社会で日本
の行動原理が通用する自信をもつのだが、 次の段階

で、 現地で生産すると、 なぜか現地主義の必要性を
痛感しはじめるわけです。

彼我の違いはどこにある

木村 要するに、 いままでの臼泳では、 企栄活動

もクラゲ型だと思う。 日本に本拠地があって、 触手

を海外にパ ッとだす。 まずいと引っこめる。
毛Lは思うんですが、 イギリス人は第2次世界大戦

までインドを植民地支配して、 抑取していた。 にも

かかわらず、 エリザベス女王が訪印すると、 インド

の国民は歓迎するわけだ。 ところが日本の場合、 東
南アジアで一生懸命に経済援助とか、 経済復興に協

力しているのに、 商社をは，じめ在外の企業は石をぶ

つけられる。

彼我の差がどこにあるか。 やはり現地に永住する
気があるかないかだ。 永住すれば、 道路をはじめ病

院も建てなきゃならなL、。 いわば、 公共投資は自分

を現地の人々に忘れさせないためにやるわけだ。 今

後は、 世界のどこにでも、 永住できる日本人を養成
することが大事ですね。

公文 四つ足対クラゲ論の花が大分咲きました
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·v；、 堺屋さんは、 日本と外国との違いの問題を、 ど
う見ておられますか。

堺屋 「日本だけが違うJとL、う時に、 どこがど

う違うのか、 その銀本を理解しておかなければなら

なし Jと思う。 日本人が外国との遣いを強調する時に
は、 とかく表面的な、 表現とか経済秩序とかし、った
こと ばかり盛観して‘ 本当の基本が分かっていない

ような試がする。 このため、 欧米企とは違っても、 同
じアジアなら 臼本に近いだろうなんて思いがちだ

が、 日本と．東南アジアやアラブとの違いは、 日本と

欧米との差よ り はるかに大きいんですね。

日本人と外国人一一欧米人もアジア人も含めてー

ーの→番の迎いは倫理観じゃないでしょうか。 つま
り、 日本人がし火、と思っていることを、 少しもし、L、

ことだと思わない人間もこの世界にはいる。しかも、

それがある点では圧倒的多数なんです。
たとえば、臼本人は全員、勤勉は忽・上の美智、だと思

っているでしょうが、 アラブやアフリカの人々はそ

う思っていなし、。 勤勉が美点だというのはプロテス

タンテイズムか偶数思想の影響を受けた人hだけで
すから、 その点ではアメリカやドイツのほうが、 東

南アジアやアラブより、ずっと日本に近いわけです。

日本人が今後、 国際的に活紐するためには、 外国人

と同じ倫理観を持つまでの必要はないにしても、 少
なくとも、 自分たちと違った倫理観の持主がこの世
に多いんだ、 ということだけは理解せねばならない
でしょう。

公文 それは確かに重要なポイントだと思いま

す。 さて、 そこで日本人の対外適応力を高める、 あ

るいは後顧の憂いなく外国での活躍ができるように

するための条件を考えてみると、 どうし、うことがし、
えるでしょうか。

牛尾 外に出て活臨している人びとが日本に帰国

する場合、 中枢剖1に帰れるように圏内環境を整備す
る必要がある。

中嶋 それはひじように大事なことだと思いま

す。 企業だけでなく、 外務省におし、てもそうだと思
う。 荏外の外交官がつねに顔を東京・径が関に向け

て、 次の任地を案じているのでは、 絶対に外交はう

まくL、かなL、。 現地主義が必要と同時に、 国際社会

に対応できる日本国内の受けざらの変革が大事だと

思う。
牛尾 いまの外交官の弁進制度は海外 1等岱記官
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一一同内謀長補佐一一海外参事官一一間内課長一一
海外公使一一圏内局長といった具合でないと、 偉く
なれなし、。 そうではなく、 海外勤務のまま公使まで

いって、 帰国するときには、 圏内局長ポストに好－進

できるルートがあってもし、し、と思う。
木村 現実には、 海外勤務が長くなるとむずかし

い問題はでてくる。親と子の隔りがでてくることだ。

本 人 は現地語を話せるけれども、 真にうまいとはL 、

えなL、。 ところが子どもの場合、 すぐ現地語を立・え
ちゃう。 そうなると、 親は子どものいっていること

が理解できなくなる。 そのことに、 ひじような恐怖

感をおぼえるわけです。 そういう意味での苦しみは
哉されると思う。

対外交渉力のなかに日本文化を／

牛尾 海外に長〈レると、 場聞してから日本のつ
まらない価値尺度で失敗するんですよ。 ちょっとし

た礼節とか、 しゃべり方とかでね。 上陸をすすめら

れても、 1回は辞退しでも、 2回目にすわるとか。
これは 51剖辞退すべきなのに、 あいつは生怠気だと

かね（笑）。 くだらない減点主義ではなく、 得点主義

の社会をつくるべきなのだが－－ －。
堺屋 この問題は、 たとえば単に弁進のノレールを

どうするといったことではすまないと思いますよ。

現実には、 現地に長くいでかなり高レポストで本省

に反るというケースもあることはありますからね。
問題はもっと基本的な社会構造、 つまり日本人、

特にエリートといわれる人は単一の組織、 外務省と

か商社とかどこでもL、L、けれども、 ひとつの組織に

Jii.属的に所属し、 その組織を出ればエリートでなく
なる。 それどこるか、 食って行けるかどうかさえあ

ぶなし、。 こうし、う単属性の社会にあるんじ平ないで

しょうか。 だから、 現地のために働きすぎて、 本社
での評価が恕くなることを恐れる。 このために日本

的倫理観を外国人に抑しつけ、 現地の倫理を踏みに

じる。 しかも、 日本人は自分と違う倫理観を持った
人間などいないと思っているから、 それをあくなき

設；官、でぞってし、るわけです。
宗教でもなんでもそうですが、 こっちのきらいな

ものを善意で押しつけて来るやつほど肢の立つもの

はありませんからね。東南アジアや南米の人たちに、
勤勉になれ、 企業忠誠心を持て、 オレに見習えとい
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うのは、全く迷必で腹立だしいことなんでしょうね。
公文 木村さん。 さっきし叫、残されたことがおあ

りのようですが。
木村 下手をすると、 優秀な人聞は海外に出てし

まって、 日本は録者の天国になる（笑）。 今日、 日本

は世界秩序、 とりわけ経済秩序のなかに巨大な鎖を
つくっていながら、 いわば栄袋過多の巨大肥満児に
なっている。 今後、 臼本は世界にどうし 、う形で日献

しうるかを考え高時代だと思う。 ．
そのためには、 臼本は日本なりの文化を最大限に

活用する必袈がある。 というのは、 日 本は島国だと
し 、う閥係上、 これまでさまざまな外来文化の影容を

うけながら、 一度として、 それに支配されなかった。
ヨーロ ッバから科学技術文明は学んだけれども、 キ

リスト教は受け入れなかった。 日本文化はしたたか
な面をもっているわけです。 その意味では、 敵は世
界という外にあるのではなく、 内にあるのかもしれ
ない。

堺屋 ただ大事なことは、 日本が外国文化を選択

したように、 外国もまた日本の文化、 日本人の倫理

観の中から選択す る 権 利がある、 ということを理解
する必要があり玄すね。

中嶋 これが日本だというものをしゃちこ張って

主張する必要はないと思いますが、 いえることは、
対外交渉力のなかに、ある簡の自信をもってないと、
交渉にはならないということだ。 コンプレ ッ タス、

たとえば中国があたかもすばらしい世界であるかの

ような感じをもっていると、 交渉力は弱まってしま
う。 擁護すべき値打ちのあるものに対しては、 胸を
堂4と張る気績をもつべきだと思う。

し 、し、換えるならば、 日本主主自の政治、 経済、 文化

を対外交渉力のなかにリンケージすれば、 外交的な
交渉能力はあがる。日本の醜い政権交代劇というが、
中国の政変則に比べると、 これほどかわし、らしいも
のはない（笑〉。

こういった政治的文化は国際的な対外関係のなか
に組みいれていくような知恵がほしし 、。 それができ

れば、 日本は意外にきし世に生きる知恵を発見できる

のではないか。

公文 世代論からはじまって、 日本文化の根本に
もふれるようなところまで話が発展してきました。

もっともっと議論を深めたいのですが、 お聞きにし

たいと思います。
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